
延喜式に載る武蔵四牧の一つ。四谷町から弐分方町にかけての 
地と比定され、旧小名由比野の地名も残る。 

由
比
の
牧 

延
長
五
年
（
九
二
七
）「
延
喜
式
」
に
よ
る
と 

今
の
八
王
子
市
大
楽
寺
町
か
ら
弐
分
方
町
の

付
近
一
帯
は
、
広
大
な
牧
場
が
あ
り
武
蔵
四

牧
の
一
つ
「
由
比
野
」
と
い
う
地
名
で
呼
ば

れ
て
い
た
。 

 

こ
の
牧
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
中

頃
ま
で
朝
廷
の
直
轄
牧
場
と
し
て
馬
を
増
や

し
、
毎
年
一
定
の
馬
を
献
上
す
る
こ
と
を 

定
め
て
い
た
。 

 

ち
な
み
に
、
武
蔵
四
牧
は
由
比
牧
の
他
に

石
川
、
小
川
、
立
野
の
各
牧
と
し
て
延
喜
式

に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
石
川
は
八
王
子
の
石

川
、
横
浜
の
本
牧
周
辺
、
小
川
は
、
大
栗
川

上
流
あ
き
る
野
市
二
の
宮
周
辺
、
立
野
は
八

王
子
の
館
、
埼
玉
県
東
松
山
市
な
ど
と
言
わ

れ
て
お
り
、
地
名
の
場
所
は
定
か
で
は
な
い
。 

こ
の
他
に
、
多
摩
市
の
小
野
神
社
周
辺
の

小
野
牧
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

陣
馬
街
道
の
神
戸
バ
ス
停
か
ら
出
発
し
、

由
比
牧
を
中
心
に
凡
そ
五
㎞
の
行
程
。 

 

街
道
を
左
に
折
れ
暫
く
歩
き
、
無
量
院

跡
地
へ
、
さ
ら
に
観
音
堂
へ
。
そ
こ
か
ら

さ
ら
に
南
へ
行
く
と
由
比
氏
館
跡
と
由
比

牧
、
牧
堀
跡
に
出
る
。
こ
こ
か
ら
西
へ
と

向
か
い
圓
光
院
跡
、
御
屋
敷
、
神
明
社
、

不
断
院
、
八
王
子
千
人
同
心
と
縁
の
深
い

権
現
社
へ
と
至
る
。 

 

東
へ
と
転
じ
て
暫
く
歩
く
。
芭
蕉
の
弟

子
星
布
の
連
額
が
あ
る
八
坂
神
社
、
疣
と

り
水
の
熊
野
堂
跡
地
へ
。
そ
し
て
松
姫
が

逗
留
し
た
地
へ
。
さ
ら
に
高
土
手
（
野
堀

川
）
緑
地
を
東
へ
歩
く
と
由
比
牧
の
中
心

地
に
至
る
。
東
明
治
学
校
跡
地
の
長
圓
寺
、

大
楽
寺
跡
を
拝
観
し
陣
馬
街
道
に
出
る
。 

 
 

陣
馬
街
道
を
右
へ
入
る
と
直
ぐ
に
円
乗

院
跡
の
諏
訪
下
町
会
館
に
着
く
。
会
館
前

の
旧
道
を
西
の
方
に
行
く
と
諏
訪
神
社
で

あ
る
。
龍
頭
の
獅
子
舞
、
諏
訪
饅
頭
で
有

名
。お
参
り
の
後
、隣
の
図
書
塚
で
解
散
。 

 

①
萬
年
山

無
量
院
跡
地
と 

大
乗
妙
典
一
字
一
石
供
養
塔 

弐
分
方
町
四
十
（
荒
井
） 

宗
派 

臨
済
宗
山
田
広
園
寺
末 

本
尊 

如
意
輪
観
世
音
菩
薩 

開
山 

貴
叟
玄
榮
東
堂 

開
基 

菅
沼
六
右
衛
門
（
村
の
旧
家
） 

開
創 

延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
） 

桑
都
三
十
三
観
音
札
所
第
十
七
番
、
明

治
六
年
（
一
八
七
三
）
七
月
、
廃
仏
毀
釈

令
に
よ
り
廃
寺
、
神
戸
山
法
泉
寺
に
合
併

さ
れ
る
。 

 
廃
寺
後
、
安
田
重
二
郎
氏
が
安
田
学
舎(

西

明
治
学
校)

を
造
り
、
学
校
教
育
の
基
を
開

い
た
が
廃
校
と
な
っ
た
。 

畑
地
と
な
っ
て
い
た
こ
の
地
を
平
成
二

十
年
（
二
○
○
八
）
春
、
道
路
拡
張
に
先

立
ち
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
宝
暦
八
年
（
一

七
五
八
）
に
建
て
ら
れ
た
。
大
乗
妙
典
一

字
一
石
供
養
塔
が
発
掘
さ
れ
、
経
石
も
多

数
出
土
し
た
。
翌
年
四
月
、
神
戸
山
法
泉

寺
住
職
、
藤
本
宗
信
氏
の
尽
力
と
関
係
者

に
よ
り
再
建
さ
れ
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
延

命
地
蔵
尊
も
建
立
さ
れ
て
い
る
。                        

発掘された多数の一字一石 発掘前の無量院跡 
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②
由
井
山

報
恩
寺
跡
（
観
音
堂
） 

弐
分
方
町
一
丁
目
（
荒
井
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

由
井
山
（
二
分
方
山
）
の
中
腹
に
建
て 

ら
れ
た
真
言
宗
恩
方
宝
生
寺
末
の
観
音
堂
。 

天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
）
以
前

の
開
基
で
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
に

創
建
さ
れ
、
中
興
開
山
は
良
弁
上
人
と
い

わ
れ
る
。
本
尊
は
大
日
如
来
で
あ
っ
た
が

現
在
は
無
い
。
明
治
初
年
恩
方
宝
生
寺
に

合
併
さ
れ
廃
寺
と
な
っ
た
。
ま
た
、
由
比

牧
の
由
井
氏
舘
址
で
も
あ
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。 

           

          
報恩寺跡の観音堂 

聖 観 音 如意輪観音 

新しくなった無量院跡 大乗妙典一字一石供養塔 
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③
朋
塚
（
由
井
氏
舘
址
） 

弐
分
方
町
一
丁
目
（
荒
井
）  

由
井
氏
の
舘
址
と
さ
れ
て
い
る
場
所
は
、

報
恩
寺
（
現
、
観
音
堂
）
を
中
心
に
背
後

丘
上
の
平
坦
地
。
通
称
由
井
山
ま
た
は
二

分
方
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
由
比
牧
（
由

井
野
）
に
放
牧
さ
れ
て
い
る
馬
を
監
視
で

き
、
外
敵
の
侵
入
も
一
望
で
き
る
絶
景
の

丘
陵
地
で
あ
る
。
舘
址
と
呼
ば
れ
る
山
上

は
朋
塚
と
も
珍
宝
塚
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

し
か
し
由
来
を
知
る
人
は
な
い
。 

ま
た
、
黄
金
埋
蔵
伝
説
が
あ
る
。
内
容

は
、
毎
冬
積
雪
が
周
囲
よ
り
早
く
溶
け
る

場
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
黄
金
が
埋
ま
っ
て

い
る
と
い
う
も
の
。
埋
蔵
金
と
早
期
雪
解

け
の
因
果
関
係
を
説
明
出
来
る
人
は
い
な

い
が
、
土
地
に
残
る
言
い
伝
え
で
あ
る
。 

「
由
井
氏
は
武
蔵
七
党
中
の
西
党
に
属
し
、

由
井
宗
弘
は
弘
仁
・
天
長
年
間
（
八
一
〇

～
八
三
三
）
）
別
当
と
し
て
，
武
蔵
国
の
牧

場
を
管
理
し
た
。
の
ち
京
都
に
転
任
。
日

野
の
東
光
寺
に
居
住
し
た
日
野
宗
忠
の

弟
。」 

         
               

         

④
由
比
牧
址
と
牧
掘
址 

弐
分
方
町
一
丁
目
（
荒
井
） 

八
王
子
市
大
楽
寺
町
か
ら
弐
分
方
町
の

付
近
一
帯
は
、
か
つ
て
牧
場
が
あ
り
由
井

野
と
い
う
地
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
。
広
い

平
地
は
弐
分
方
原
と
か
神
戸
原
と
呼
ば
れ
、

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
中
期
頃
ま
で
朝

廷
直
轄
の
牧
場
と
し
て
武
蔵
四
牧（
石
川
、

小
川
、
立
野
、
由
比
）
の
一
つ
由
比
の
牧

と
し
て
栄
え
て
い
た
。
朝
廷
は
各
牧
場
に

牧
を
あ
ず
か
る
役
人
を
置
き
、
毎
年
一
定

の
数
の
馬
を
献
上
す
る
こ
と
を
定
め
て
い

た
。
武
蔵
の
四
牧
で
は
毎
年
五
十
頭
の
馬

が
献
上
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。 

朋 塚（由井氏館址） 
 

由比牧跡 

朋塚のあった場所 



4 
 

由
比
野
の
牧
場
で
は
馬
に
水
を
与
え
る

た
め
の
も
の
か
、
馬
の
雄
雌
ま
た
は
仔
馬

の
区
別
を
す
る
た
め
の
も
の
か
、
未
だ
に

謎
の
牧
掘
と
称
せ
ら
れ
る
高
く
築
か
れ
た

土
手
が
あ
っ
た
。
上
部
に
堀
が
つ
く
ら
れ

水
も
流
れ
て
い
た
。
土
手
の
高
さ
は
二
～

三
ｍ
、
延
長
は
千
七
百
六
十
ｍ
。
し
か
し
、

し
ば
し
ば
堀
か
ら
水
が
流
れ
で
た
た
め
、

盛
り
土
が
削
ら
れ
付
近
に
流
出
し
て
宅
地

や
畑
に
被
害
が
出
た
。 

現
在
で
は
、
土
手
を
け
ず
り
、
平
地
の

排
水
路
に
改
修
さ
れ
、
周
り
に
は
フ
エ
ン

ス
が
張
ら
れ
野
堀
川
と
名
が
つ
け
ら
れ
た
。

一
部
で
は
憩
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

今
は
牧
場
の
面
影
は
な
い
。 

か
つ
て
は
、
牧
の
守
護
神
と
し
て
弐
分

方
村
の
村
社
で
あ
っ
た
日
枝
神
社
は
、
延

喜
年
間
（
九
○
一
～
九
二
三
）
に
勧
請
さ

れ
た
と
も
い
わ
れ
、
文
武
元
年
（
六
九
七
）

に
太
政
官
符
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
伝

わ
っ
て
い
る
。 

   

                        

           
 

            

  

「史蹟由比牧」村田光彦著より 
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⑤
圓
光
院
良
源
寺
跡
と 

石
造
遺
物
（
と
げ
ぬ
き
塔
） 

弐
分
方
町
一
丁
目
（
谷
戸
） 

宗
派 

浄
土
宗
相
即
寺
派 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来 

開
山 

無
蓮
社
常
誉
円
光
上
人 

開
創 

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
四
月 

無
蓮
社
常
誉
円
光
上
人
は
元
和
六
年

（
一
六
二
○
）
六
月
六
日
、
七
十
九
歳
で

而
寂
。
徐
地
一
反
二
畝
、
本
堂
は
二
間
四

面
造
り
、
明
治
初
年
頃
（
一
八
六
八
）
廃

寺
と
な
る
。 

寺
跡
に
は
僧
尼
等
の
墓
が
七
基
あ
る
。

無
縫
塔
二
基
の
う
ち
一
基
は
、
住
僧
の
還

蓮
社
相
誉
知
弁
和
尚
、
安
政
三
年
（
一
八

五
六
）
の
も
の
で
、
他
一
基
は
塔
身
に
文

字
は
無
い
が
、
基
礎
部
分
の
正
面
に
寛
保

二
年
（
一
七
四
二
）
当
時
の
住
僧
の
銘
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
と
げ
ぬ
き
塔
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。 

他
に
相
輪
が
失
わ
れ
て
い
る
宝
篋
印
塔

と
、「
澄
寿
比
丘
尼
、
文
政
二
年
四
月
」
と

読
め
る
舟
形
光
背
念
仏
供
養
地
蔵
が
一
基

と
、
上
部
が
失
わ
れ
て
い
る
舟
形
光
背
一

基
、
全
く
首
の
な
い
地
蔵
二
基
が
立
ち
並

ん
で
い
る
。 

い
ず
れ
も
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
か

ら
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
あ
た
り
に
造

ら
れ
た
物
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
堂
再

建
の
棟
札
が
、
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）

の
銘
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
堂
は
明
治
期

に
は
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

 
  

        
   

昭和 36 年頃の高堀跡 野 堀 川 

とげぬき塔 
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⑥
お
屋
敷
と 

 
 
 

佐
藤
保
武
の
墓 

弐
分
方
町
一
丁
目
（
谷
戸
） 

由
井
山
（
弐
分
方
山
）
の
麓
に
大
御
屋

敷
、
今
は
お
や
し
き
と
呼
ば
れ
て
い
る
区

域
が
あ
る
。
古
く
か
ら
土
地
の
名
士
の
家

柄
で
明
治
の
中
期
頃
ま
で
広
大
な
屋
敷
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
角
に
、

郷
土
の
先
賢
と
い
わ
れ
る
佐
藤
保
武
の
墓 

が
あ
る
。右
側
面
に「
文
林
経
誉
居
士 

積

雪
は
消
と
も
残
れ
文
字
の
詩
」と
刻
ま
れ
、

左
側
面
に
は
「
教
誉
居
士
通
称
孫
三
郎
保

武
は
文
化
の
年
間
当
地
に
生
ま
れ
、
佐
藤

十
六
世
の
後
嗣
な
り
、
幼
児
に
し
て
当
世

伯
英
の
跡
を
慕
い
、
学
蛍
雪
を
勧
め
、
常

に
三
余
を
惜
し
み
、
自
然
入
木
屋
の
妙
手

を
得
な
り
、
仰
天
門
遊
の
徒
遠
近
三
百
余

人
、
今
高
弟
門
下
を
周
旋
し
て
此
の
石
碑

を
建
つ
、
明
治
九
子
歳
仲
冬
」
と
刻
字
さ

れ
て
い
る
。 

佐
藤
保
武
は
多
く
の
子
弟
を
育
て
、
明

治
九
年
十
月
二
十
五
日
病
死
。
近
世
幕
開

け
に
お
け
る
功
績
は
大
き
い
。 

               

廃寺の面影を残す石仏群 
 

とげぬき塔堂 

佐藤保武の墓 由比山の全景 
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⑦
谷
戸
の

神
明
社 

 
 
 

 

弐
分
方
町
一
丁
目
（
谷
戸
） 

伊
勢
神
宮
の
神
霊
を
祭
神
と
し
、
四
坪

ほ
ど
の
上
屋
の
な
か
に
鎮
座
し
て
い
る
。

氏
子
は
荒
井
、
谷
戸
（
旧
地
名
）
地
域
の

人
々
。 

祭
典
は
三
年
に
一
度
と
さ
れ
て
い
る
。

鳥
居
の
奥
右
に
幹
回
り
二
・
五
ｍ
余
の
樫

（
か
し
）
の
木
の
御
神
木
が
あ
る
。 

       

       

⑧
共
生
山

不
断
院
浄
光
寺 

弐
分
方
町
一
七
九 

宗
派 

浄
土
宗 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来 

寺
宝 

本
尊
阿
弥
陀
如
来 

（
秘
仏
・
伝
室
町
時
代
作
） 

開
山 

専
蓮
社
覚
誉
上
人 

開
創 

寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
） 

弐
分
方
町
に
隣
接
す
る
大
楽
寺
町
、
元

八
王
子
町
、
西
寺
方
町
に
は
寺
院
が
在
る

が
、
弐
分
方
町
に
は
明
治
の
廃
仏
希
釈
や

合
併
で
一
寺
院
も
無
か
っ
た
。 

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
七
月
東
京
港

区
の
増
上
寺
を
大
本
山
と
し
た
不
断
院
が
、

都
心
部
再
開
発
に
伴
い
寺
域
復
興
の
た
め

移
転
し
て
来
た
。
本
堂
前
か
ら
の
展
望
は

素
晴
ら
し
く
、
八
王
子
の
街
を
眼
下
に
、

遠
く
に
は
新
宿
の
高
層
ビ
ル
ま
で
が
見
え

る
。 

     

           

⑨
権
現
社 

弐
分
方
町
一
四
七 

個
人
宅
地
内
に
接
す
る
丘
に
あ
り
。 

八
王
子
千
人
同
心
、
日
光
東
照
宮
の
警
備

防
火
隊
の
幹
部
と
し
て
勤
番
し
て
い
た
関

係
で
、
日
光
二
荒
権
現
及
び
東
照
権
現
の

二
社
を
こ
こ
に
勧
請
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。 

祭
礼
は
三
年
に
一
度
。
谷
戸
（
旧
地
名
）

地
域
の
在
住
者
を
氏
子
と
し
て
い
る
。 

  

神明社鳥居 

不 断 院 

神 明 社 

神 霊 
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⑩
弐
分
方
の

八
坂
神
社 

弐
分
方
町
二
八
〇
❘
一 

勧
請 

不
明 

祭
神 

素
戔
鳴
命 

（
す
さ
の
お
う
の
み
こ
と
） 

奇
稲
田
姫
命 

（
き
い
な
だ
ひ
め
の
み
こ
と
） 

創
建 

不
明 

例
祭 

不
明 

京
都
八
坂
神
社
の
末
社
で
、
そ
の
昔
は

神
仏
一
体
で
薬
師
如
来
を
祀
っ
て
い
た
が
、

そ
の
後
神
仏
分
離
令
に
よ
り
、
京
都
八
坂

神
社
か
ら
天
王
宮
を
勧
請
し
た
と
あ
る
。

境
内
に
は
神
仏
時
代
の
名
残
の
燈
篭
二
基

が
祀
っ
て
あ
る
。 

ま
た
、
榎
本
星
布
の
俳
句
会
の
連
額
が

保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
八
王
子
市
郷

土
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
地
区
に
は
千
人
同
心
と
し
て
活
躍
し

た
市
川
家
が
あ
り
、
俳
諧
道
場
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
。 

  

                        

権 現 社 二荒東照権現祠 

八坂神社 燈 籠 入口に置かれている地蔵 
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⑪
熊
野
堂
跡
地 

 

（
持
経
観
音
・
疣
と
り
水
） 

弐
分
方
町
一
丁
目
（
原
） 

室
町
時
代
中
期
に
熊
野
堂
と
い
う
大
き

な
堂
宇
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
熊
野
三
所
権

現
の
末
社
で
主
祭
神
は
都
御
子
神
（
け
つ

み
こ
の
か
み
）
と
い
い
、
土
地
所
有
者
の

市
川
家
の
勧
請
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
も

の
。 現

在
そ
の
跡
地
の
や
や
下
に
昭
和
六
十

二
年
（
一
九
八
七
）
五
月
に
市
川
家
が
新

し
く
紀
州
熊
野
大
社
よ
り
分
霊
を
受
け
、

熊
野
神
社
と
い
う
小
祠
を
祀
っ
た
。
熊
野

堂
の
傍
ら
に
は
五
～
六
人
で
も
抱
え
き
れ

な
い
程
の
樅
（
も
み
）
の
巨
木
が
あ
っ
た

が
、
あ
る
夏
落
雷
に
よ
っ
て
幹
が
裂
か
れ

枯
れ
て
し
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

そ
の
大
樅
の
あ
と
か
ら
滴
た
り
出
る
清

水
は
如
何
な
る
日
照
り
に
も
涸
れ
る
こ
と

無
く
「
熊
野
さ
ま
の
お
み
た
ら
し
」
と
呼

ば
れ
、
こ
の
水
を
疣
（
い
ぼ
）
に
つ
け
る

と
不
思
議
に
も
と
れ
て
し
ま
う
の
で
「
疣

と
り
の
水
」
と
し
て
遠
近
か
ら
水
貰
い
の

人
達
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
う
。 

ま
た
、
こ
の
清
水
池
を
凌
っ
た
と
こ
ろ

金
色
の
馬
の
鈴
が
数
個
発
見
さ
れ
た
。
こ

の
鈴
は
神
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
元
の

場
所
に
戻
し
た
と
い
う
。
清
水
は
今
も
湧

き
出
て
い
る
。
所
有
者
の
市
川
家
で
は
、

当
地
に
ゆ
か
り
の
あ
る
と
い
う
身
の
丈
約

一
ｍ
の
青
銅
仏
を
造
り
、
持
経
観
音
と
称

し
て
熊
野
神
社
下
に
安
置
し
て
い
る
。 

      
         

連額の左に星布の句が書かれている 
（神垣の外や案山子とあつさ弓） 

疣とり水 

現在、八坂神社にある歌仙 

連 額 
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⑫
松
姫
逗
留
の
地 

弐
分
方
町
一
丁
目
（
原
） 

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
三
月
武
田
氏

滅
亡
に
伴
い
、
信
玄
の
六
女
（
四
女
と
も
）

松
姫
が
高
遠
城
か
ら
身
の
危
険
を
避
け
る

た
め
当
地
に
来
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

松
姫
姪
の
督
姫
と
貞
姫
、
武
田
家
重
臣

の
娘
香
具
姫
、
松
姫
の
侍
女
や
お
守
り
役

数
名
、
武
田
家
の
武
将
警
護
役
と
し
て
金

丸
、
石
黒
、
馬
場
な
ど
総
勢
十
五
名
か
ら

二
十
名
程
で
、
和
田
峠
を
越
え
て
上
恩
方

高
留
の
金
照
庵
に
到
着
し
た
と
言
わ
れ
る
。 

そ
の
後
下
恩
方
の
心
源
院
の
舜
悦
ト
山

（
し
ゅ
ん
え
つ
ぼ
く
ざ
ん
）
上
人
に
師
事

し
黒
髪
を
断
っ
て
僧
衣
に
身
を
ま
と
い
仏

門
に
入
り
荒
業
を
積
み
、
法
名
を
「
信
松

尼
」と
名
づ
け
ら
れ
八
年
の
歳
月
を
経
た
。 

豊
臣
秀
吉
の
北
条
征
伐
で
八
王
子
城
陥

落
、
関
東
に
は
徳
川
家
康
が
入
都
。
松
姫

も
徳
川
家
康
、
大
久
保
長
安
の
計
ら
い
で

御
所
水
村
の
信
松
庵
に
移
る
こ
と
に
な
っ

た
。 天

正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
夏
か
秋

頃
と
思
わ
れ
る
が
、
案
下
脇
往
来
を
川
村

に
入
り
御
所
水
村
に
向
か
う
途
中
、
一
行

は
暴
雨
に
み
ま
わ
れ
熊
野
堂
に
避
難
を
す

る
。
熊
野
堂
か
ら
御
所
水
村
の
信
松
庵
ま

で
直
線
で
五
㎞
余
り
、
暴
雨
が
お
さ
ま
っ

て
も
道
は
悪
路
、
川
の
水
は
増
水
で
渡
れ

ず
天
候
が
落
ち
着
く
ま
で
一
行
は
熊
野
堂

で
数
日
間
逗
留
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
天
正
十
年
三
月
に
甲
斐
落
し
て
か
ら

心
源
院
で
の
生
活
中
に
知
人
や
旧
臣
を
訪

ね
て
の
行
き
帰
り
や
近
隣
の
市
場
や
三
人

の
姫
た
ち
と
野
山
の
散
歩
の
帰
り
に
立
ち

寄
っ
た
お
堂
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

熊野神社 持経観音 

御 神 体 
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⑬
桜
木
天
王
宮
と
庚
申
塔 

（
由
比
牧
址
碑
） 

弐
分
方
町
一
丁
目
（
原
） 

弐
分
方
集
落
の
安
全
と
住
民
の
息
災
と

を
祈
願
し
て
、
明
治
初
期
に
天
王
を
石
宮

内
に
祀
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
毎
年

八
月
一
日
に
神
官
に
よ
っ
て
お
湯
花
式
の

祭
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

天
王
宮
と
並
立
し
て
庚
申
塔
が
あ
り
、

正
面
に
は
「
庚
申
塔
」
と
大
書
き
さ
れ
、

右
側
面
に
は
「
天
明
四
辰
年
十
月
吉
日
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

庚
申
塔
の
正
面
に
は
、
弓
、
矢
、
太
刀

な
ど
を
持
つ
青
面
金
剛
仏
尊
立
像
姿
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
下
部
は
風
雨
の
た
め

判
然
と
し
な
い
が
発
起
人
か
と
思
え
る
名

が
刻
ま
れ
て
い
る
。そ
の
上
部
に
三
猿
が
、

笠
石
の
下
部
に
は
日
光
、
月
光
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
両
側
面
に
は
蓮
花
形
が
浮
刻
さ

れ
、
台
座
石
か
ら
笠
石
ま
で
の
高
さ
は
一

ｍ
ほ
ど
。
天
王
宮
と
並
立
す
る
庚
申
塔
は

何
か
神
仏
混
淆
時
代
を
語
っ
て
い
る
か
の

よ
う
に
も
思
え
る
。 

                        

松姫が一時逗留したという場所 

由比牧址 桜木天王宮(右)と庚申塔 
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⑭
照
念
山
月
崇
院

長
圓
寺 

（
東
明
治
学
校
跡
） 

大
楽
寺
町
二
八
一 

宗
派 

浄
土
宗
芝
増
上
寺
末 

本
尊 

阿
彌
陀
如
来 

（
境
内
に
十
王
堂
の
閻
魔
あ
り
） 

開
山 

讃
誉
牛
秀
上
人 

（
滝
山
大
善
寺
の
開
山
） 

開
基 

北
条
陸
奥
守
氏
照
公 

開
創 

天
正
三
年
（
一
五
七
五
） 

開
創
当
時
は
大
善
寺
末
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
大
善
寺
の

単
立
法
人
化
に
伴
い
芝
増
上
寺
末
に
転
向

し
た
。
四
百
三
十
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

寺
で
あ
る
。 

本
尊
は
信
州
善
光
寺
の
阿
弥
陀
如
来
立

像
四
十
八
体
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
他
に

十
王
堂
と
い
う
閻
魔
堂
が
あ
る
。 

 
 
 
 

 

本
寺
は
、
明
治
十
年
代
（
一
八
七
七
～

一
八
八
六
）
に
公
立
東
明
治
学
校
が
開
か

れ
た
時
期
が
あ
り
、ま
た
明
治
二
十
年（
一

八
八
七
）
六
月
か
ら
大
正
十
一
年
（
一
九

二
二
）
三
月
ま
で
元
八
王
子
村
役
場
が
置

か
れ
、
地
域
の
中
核
的
役
割
を
担
っ
て
き

た
寺
で
も
あ
る
。
北
側
の
隣
接
地
に
は
、

永
禄
年
間
（
一
五
五
八
～
七
○
）
に
開
山

さ
れ
た
真
言
宗
の
玉
蔵
院
大
楽
寺
が
あ
っ

た
が
、
明
治
初
年
に
廃
寺
に
な
っ
た
。
こ

れ
が
大
楽
寺
の
地
名
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

更
に
江
戸
時
代
に
は
そ
の
北
側
の
諏
訪

宿
に
陣
屋
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
当
時
の

代
官
は
勘
定
奉
行
に
属
し
管
轄
地
の
中
心

に
陣
屋
が
置
か
れ
た
が
、
今
で
は
宅
地
に

な
り
そ
れ
ら
し
き
場
所
が
断
定
で
き
な
い
。 

             

桜木天王宮 庚 申 塔 

長 圓 寺 
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⑮
諏
訪
下
町
会
館 

（
円
乗
院
跡
・
白
馬
観
音
） 

諏
訪
町
一
〇
六 

仏
法
山

円
乗
院
浅
間
寺
（
廃
寺
） 

宗
派 

真
言
宗
智
山
派 

本
尊 

聖
観
世
音
菩
薩 

開
山 

僧
覚
吽 

中
興 
僧
覚
安
（
無
覚
安
律
師
） 

開
創 
慶
長
年
間
（
一
五
九
六~

一
六
一
五
） 

現
在
町
会
集
会
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
場
所
は
、
昔
、
仏
法
山
円
乗
院
浅
間

寺
と
い
う
真
言
宗
西
蓮
寺
末
の
お
寺
が
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
、
廃
寺
前
の
本
堂
は
四
間

に
二
間
半
の
建
物
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。 

中
興
の
僧
覚
安
（
無
覚
安
律
師
）
は
仏
門

に
帰
依
す
る
こ
と
厚
く
、
江
戸
時
代
の
元

禄
六
年
（
一
六
九
三
）
太
田
駿
河
守
藤
原

正
儀
と
い
う
鋳
物
師
が
造
っ
た
聖
観
世
音

菩
薩
坐
像
や
新
た
に
御
堂（
三
間
半
四
方
）

を
再
建
し
、
円
乗
院
の
基
礎
を
確
立
し
た
。

更
に
跡
を
継
い
だ
僧
覚
山
は
、
正
徳
、
享

保
年
間
（
一
七
一
一
～
三
六
）
に
土
地
の

郷
士
、
安
田
氏
ら
と
共
に
寄
木
造
り
の
白

馬
像
（
仔
馬
大
）
を
安
置
し
た
。
僧
覚
山

の
没
年
後
、
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）

八
月
か
ら
無
住
時
代
が
続
き
、
明
治
初
年

廃
寺
と
な
っ
た
。 

廃
寺
後
は
村
人
が
協
力
し
、
観
音
堂
を

守
り
続
け
信
仰
を
集
め
た
。
大
正
二
年
（
一

九
一
三
）
四
月
十
二
日
の
大
楽
寺
の
火
災

で
類
焼
し
、
御
本
尊
の
聖
観
音
は
搬
出
さ

れ
た
が
、
御
堂
と
白
馬
像
は
焼
失
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
後
、
神
戸
の
氏
神
で
あ
る

山
王
権
現
が
諏
訪
神
社
に
合
祀
す
る
事
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
御
堂
を
貰
い
う

け
再
建
修
復
し
、
聖
観
音
と
不
動
明
王（
高

幡
山
金
剛
寺
か
ら
移
像
し
て
も
ら
っ
た
）

を
安
置
し
た
。 

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
町
会

の
分
割
を
機
に
諏
訪
下
町
会
館
の
集
会
所

と
し
て
観
音
堂
を
と
り
こ
む
形
で
会
館
が

閻 魔 堂 閻 魔 様 

大楽寺霊園入口 
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建
設
さ
れ
た
。
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）

に
は
、
白
馬
像
が
復
元
奉
納
さ
れ
た
。 

こ
の
会
館
の
庭
に
は
数
々
の
祠
や
石
造

物
な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
毎
年

九
月
に
庚
申
講
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

           

                        

                       
白馬像と観世音菩薩坐像 

聖観音菩薩坐像 

聖観音白馬像 

整然と安置されている石造仏群 

諏訪下町会館 

昔の円乗院（写真：諏訪下町会館保存） 
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⑯
元
八
王
子
の

諏
訪
神
社 

（
獅
子
舞
・
諏
訪
饅
頭
祭
り
） 

諏
訪
町
（
諏
訪
）
一 

勧
請 

一
之
宮
諏
訪
大
社 

祭
神 

建
御
名
方
命 

（
た
け
み
な
か
た
の
み
こ
と
） 

八
坂
刀
売
命 

（
や
さ
か
と
め
の
み
こ
と
） 

創
建 

大
治
元
年
（
一
一
二
六
） 

例
祭 

八
月
二
十
六
～
七
日 

信
濃
国
（
現
長
野
県
）
一
之
宮
諏
訪
大

社
を
勧
請
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

往
時
よ
り
「
お
諏
訪
さ
ま
」
と
し
て
広
く

崇
敬
さ
れ
て
い
る
。 

大
治
年
間
（
一
一
二
六
～
一
一
三
一
）

以
来
、
農
耕
の
守
護
、
五
穀
豊
穣
、
武
運

長
久
の
神
と
し
て
厚
い
信
仰
を
集
め
て
い

る
。 戦

国
期
、
元
亀
年
間
（
一
五
七
○
～
七

三
）
に
は
八
王
子
城
主
北
条
氏
照
に
よ
り

社
殿
が
再
建
さ
れ
た
が
、天
正
十
八
年（
一

五
九
○
）
の
八
王
子
城
攻
防
の
折
、
社
殿

な
ど
が
破
壊
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
元
和
九

年
（
一
六
二
三
）
代
官
高
室
金
兵
衛
の
息

子
が
目
を
患
い
、
本
社
に
詣
で
祈
願
し
た

と
こ
ろ
治
癒
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
感
銘

を
受
け
社
殿
を
再
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
が
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
焼
失
。 

か
つ
て
境
内
は
樹
齢
三
百
年
を
こ
え
る

大
杉
群
が
繁
り
深
奥
な
神
域
を
つ
く
っ
て

い
た
。
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
九

月
の
台
風
に
よ
り
、
一
夜
に
し
て
社
殿
、

樹
木
な
ど
は
倒
壊
し
た
。
そ
の
後
、
現
在

の
社
殿
が
再
建
さ
れ
た
。 

境
内
に
は
末
社
と
し
て
山
王
権
現
、
火

玉
明
神
、
水
玉
明
神
、
鷲
明
神
、
天
満
宮
、

稲
荷
明
神
、
秋
葉
明
神
、
大
国
王
宮
な
ど

が
鎮
座
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
八
月
二
十
六

日
、
二
十
七
日
の
例
大
祭
に
は
境
内
で
市

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
四
谷
龍
頭
の

舞
」
が
奉
納
さ
れ
る
。 

ま
た
、
地
元
に
む
か

し
か
ら
伝
わ
る
厄
除
け

の
饅
頭
と
し
て
、「
諏
訪

ま
ん
じ
ゅ
う
」が
あ
り
、

今
も
売
ら
れ
て
い
る
。 

 

 
                       

諏訪神社鳥居 諏訪神社本殿 

諏訪饅頭 
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⑰
図
書
塚 

諏
訪
町
（
諏
訪
） 

諏
訪
神
社
の
西
、
陣
馬
街
道
沿
い
の
北

側
に
図
書
塚
公
園
が
あ
る
。
昭
和
二
十
八

年
（
一
九
五
三
）
十
一
月
三
日
平
井
家
の

庭
に
、
平
井
鉄
太
郎
翁
の
偉
業
を
讃
え
て

橋
本
義
夫
氏
ら
の
知
人
が
図
書
塚
の
碑
を

建
て
た
。 

平
井
鉄
太
郎
は
明
治
四
年（
一
八
七
一
）

に
生
ま
れ
、
父
母
の
熱
心
な
教
育
の
日
々

の
中
で
育
ち
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
、

鋭
い
判
断
力
と
抜
群
の
実
行
力
で
、
ほ
と

ん
ど
独
学
の
末
教
員
と
な
っ
た
。
明
治
十

八
年
（
一
八
八
五
）
か
ら
昭
和
六
年
（
一

九
三
一
）
ま
で
四
十
五
年
間
同
じ
小
学
校

（
現
、
元
八
王
子
小
学
校
）
に
奉
職
。
こ

の
間
三
十
三
年
間
校
長
と
し
て
責
任
の
地

位
を
守
り
教
育
の
根
本
に
終
始
し
た
。
ま

た
熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
も
あ
っ
た
。

自
由
主
義
に
徹
し
、
官
僚
主
義
へ
の
挑
戦

と
も
感
じ
ら
れ
る
く
ら
い
同
村
（
下
壱
分

方
村
）
の
山
口
重
兵
衛
や
板
垣
退
助
、
大

井
憲
太
郎
、
多
摩
の
石
坂
昌
孝
ら
と
の
交

奥 伝 諏訪神社裏の神主の墓 

子供の火遊びで焼け焦げた大木 諏訪神社の獅子舞 
（四谷龍頭の舞） 
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流
深
く
、
盛
ん
に
往
来
し
、
そ
の
偉
大
さ

が
う
か
が
わ
れ
る
。 

平
井
鉄
太
郎
の
念
願
は
、
村
営
図
書
館

ま
た
は
平
井
文
庫
と
し
て
一
般
人
の
利
用

に
資
す
る
目
的
の
た
め
の
図
書
館
開
設
で

あ
っ
た
。
在
職
中
の
給
料
の
大
半
は
本
の

買
い
入
れ
に
回
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。 

し
か
し
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八

月
二
日
未
明
の
戦
火
で
莫
大
な
数
の
蔵
書

が
一
瞬
に
し
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。 

い
ま
そ
の
価
格
を
推
定
し
て
も
億
は
下
る

ま
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
六
年

（
一
九
五
一
）
十
月
二
十
一
日
、
八
十
一

歳
の
高
齢
で
逝
っ
た
。 

図
書
塚
に
は
、「
平
井
鉄
太
郎
先
生
よ 

万
巻
の
書
は
戦
火
に
失
せ
た
り 

さ
れ
ど

愛
は
朽
ち
ず
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

       

                       

◎
参
考
資
料 

・
峠
路 

 
 
 
 
 
 
 

直
良
信
夫
著 

・
武
蔵
野
を
掘
る 

 
 
 

甲
野 

勇
著 

・
由
比
野
界
隈 

 
 
 
 

村
田
光
彦
著 

・
城
東
俚
談 

 
 
 
 
 

村
田
光
彦
著 

・
武
蔵
名
勝
図
絵
巻
七 

・
延
喜
式 

・
増
上
寺
史
料
集 

・
江
戸
時
代
の
相
即
寺
の
末
寺 

 
 
 

末
庵
（
跡
）
を
訪
ね
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
極
和
子
著 

・
多
摩
御
陵
の
周
囲 

 
 

逸
見
敏
刀
著 

・
ふ
る
さ
と
八
王
子 

・
国
土
地
理
院
地
図 

・
ウ
ィ
キ
ー
ペ
デ
ィ
ア 

・
八
王
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
べ
ー
ジ 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

・
昭
文
社 

  
図 書 塚 図書塚に刻まれている文字 


	◇散歩のみどころ

